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第 15回世界水素エネルギー会議 (2004年)横浜に決まる

本年6月 11日から北京で開催された第 13回世界水

素エネルギー会議において、2004年に開催される第 15

回大会の開催地が議論され、横浜で開催されることに

決まりました。ここにその決まるまでの若干の経緯を

記すことにします。

1998年アルゼンチンのブ、エノスアイレスで開催さ

れた第 12回大会の時、 2002年はカナダのモントリオ

ールで開催されることが決まりましたが、その折から、

2004年は日本で開催すべきとしづ声が、太田時男先生、

斉藤泰和先生(当時田SS会長)を中心に起こり、検討

が進められました。WE-NET計画の今後の予定を考え

ると、 2004年は日本として最適であり、 6月に横浜で

実施することを骨子に、 1999年に本会議を主催する

1M置(国際水素エネルギー学会)会長のベ、ジログ、ルー

教授が来日した折りの打診を含めて積極的な招致活動

を始めました。

当初は競争相手はインドくらいで、問題なく日本開

催が認められると考えていました。今年に入り、スイ

スが立候補しそうといううわさがあり、 3月には韓国

が立候補の意志を斉藤田ES会長(当時)に伝えたこと

から、日本としてしっかりした準備をすべきと言うこ

とになり、前回のカナダの申請書を参考に HEESの谷生

事務局長を中心に準備作業が進められました。

第 15回大会の開催地は北京大会中の6月 12日昼に

聞かれる 1AHE理事会で決定されるとのことで、横浜ら

しいパンフレットを準備して日本を出発しました。北

京に着いて、まず情報として入ったのがノーベル賞の

母国であるスウェーデ、ンのストックホルムの立候補で

す。会議開催年の変更まで、噂にのぼったので、すが、結

論からは、 2004年に向けて、このスウェーデンと韓国

(釜山)と日本が争うことになりました。

6月 12日昼に、会議指定のホテルで、ある五洲大酒

庖2階の会議室で開催された 1AHE理事会に臨みまし

た。日本からの太田時男先生、斉藤泰和先生(古浜先

生代理)を含めて、 10名程度の理事が出席されていた

ように思います。提案者は議長のベジログルー教授の

指示で、当初は外で待機、順次中に入り説明をしまし

HEES会長太田健一郎

た。韓国、スウェーデ、ン、日本の順で説明をしました

が、説明に与えられた時間は各国 10分、その後質問を

受けると言う方式でした。スウェーデンは分厚い資料

とともに、美人のアシスタントも控えており、物量で

圧倒された気がしましたが、日本としては水素エネル

ギーに関する技術力を世界に問うことを中心に太田

(健)が説明しました。

日本への質問は、時季(梅雨)の問題、 HIFORlJMと

の関係、横浜へのアクセスでしたが、特に困る問題は

ありませんでした。 3カ国は説明の後、退席し、理事

の中で議論が進められたようです。欧州各国にはスウ

ェーデ、ンを押す声もあったようですが、最後は、議長

の判断で、日本の横浜で開催する事に決まりました。

このことはその夜の歓迎レセプションの席で、ドイツ

のヴインター教授から参加者に紹介がありました。

第 15回世界水素エネルギー会議は 2004年6月 27

日から 7月2日の問、横浜市の国際会議場であるパシ

フイコ横浜で開催する予定です。NEDOをはじめ関係諸

機関のご協力を得ながら、 HESSのメンバーを中心lこ準

備を進めるつもりです。会員各位の積極的なご協力を

お願いいたします。

なお、本件に関するお問い合わせ、連絡先は i五ES

事務局長谷生先生です。

パンケットで横浜開催の宣伝をする太田会長
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